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世界の言語研究所（16）
沖縄言語研究センター
　　　　　（日本）
かりまたしげひさ（琉球大学）
1．設立の経緯と組織
　沖縄雷語研究センターは，沖縄において喬語教育や言語研究に携わる人々が相互の研究発表，
共同研究を推進する機関として1978年頃発足した民間の研究組織である。設立に際しては琉球大
学で故伸宗根政善（初代代表，琉球大学名誉教授）の教えをうけた琉球方奮研究クラブの卒業生
が中心になった。代表（上村幸雄：琉球大学名誉教授），研究運営委員長（屋比久浩：琉球大学
名誉教授），副運営委員長，運営委員を申心に活動している。会員会費で運営され専任スタッフ
はいない。
2．研究プロジェクト
　伝統的な琉球方言が変容，衰退していく状況に対する危機感から，1979年に琉球方書を調査，
記録するプロジェクト「琉球列島の言語の研究（！0年計爾）」をたちあげた。当初は琉球列島の
200地点の方言について調査する計画（「基本調査」）であったが，1982年度には琉球列島のすべ
ての伝統的な集落の方醤について200の語彙項目を調査する新たな計画（「全集落調査」）を追加
し，期間を12年に延長した。
　基本調査（第1調査票～第4調査票）は，身体，親族，動物，植物，霞然，道具，数詞，代名
詞，形容詞，擬声擬態語など1024項欝を調査するもので，全集落調査は基本調査票から精選した
基礎的な名詞と動詞（おおまなか活用型がわかるよう肯定動詞の叙述法・現在形，過去形，第二
中止形，否定形）など250項臼を調査するものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1982年には名護市教育委員会と共同で沖縄本
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の基本調査と沖縄本島南部，宮古諸島，八重山
諸島の全集落調査を，1988～1993年には那覇市
教育委員会の委託事業「那覇市方雷記録保存事
業」によって那覇市内の基本調査と全集落調査
を実施した。鹿児島県下奄美地域の全集落調査
は文部省科学研究費等によって行なった。全集
落調査に関しては調査可能な伝統蘭な集落850
地点の調査を終了したが，基本調査に関しては着手された140地点のうち調査が完了した地点は
68地点である。補充調査や追加調査，華語地図作成の仕事がおおきく遅れている。
「那覇市方言記録保存事業」では言語地理学的調査のほかに，那覇民俗方言語彙の調査，那覇方
雷による諺・物売りの掛け声・方雷ニュース（ラジオ番維）などの録音・保存・テキスト作成，
沖縄芝居（方言台詞劇）の1脚本の作成などを行なった。また，既刊の大型の方言辞典（『沖縄今
帰仁方言辞典』『奄美方言分類辞典』『石垣前回辞典遍など）の全項目と用例の録音を行なった。
　録音した音声と文字資料をリンクし，琉球
大学附属図書館のホームページ　　　　　　一一π【癖｝
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語音声DB」で「奄美方言音声DBj「宮古
方言音声DBjを公開している。
3．現在の活動
　全集落調査で得られた資料を整理し，沖縄
本島北部方言の雷語地図を作成中である。こ
れはf名護市史需語編』（沖縄県名護市史編
纂室）に掲載予定である。沖縄県西原町の町
史編纂室と共生で『爾原町史言語編』の刊行
にむけた方言調査も実施している。
　年！團の講演会・公開研究会，月1回の定
例研究会を行なっている。1988年度に「仲宗
根政善記念研究奨励金」を豊楽し，会員によ
って推薦された若い研究者（2004年度までの
合計21人）に奨励金を授与している。
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「首里那覇方言音声D8」の検索函面
2004年度活動：①講演会「山原方言の音声」津波古敏子，「古代1］本語のワ行子音〔b］音化につ
いて一宮古・八9g　Ej．i方言を申心に一」【大」聞疸：仁，「那覇方言研究」野原三義。②公開研究発表「八
重山小浜方雷の音韻について」仲原穣，「琉球方言の母音変化をかんがえる」狩俣繁久，「米国民政
府立英語センターの設立と活動」石原昌英，「由原方言の形容詞」新羅幸11召。③定例研究会「山原
（沖縄北部）方言の動詞の活用」狩俣繁久，「首里方言の敬語体系」酒圃敏，「山原地域麗取集落の
方轡」高江洲頼子，「沖縄北都方言の概観」狩俣繁久，「宮城県登米郡中田町方需の動詞のパラダイ
ム」佐藤里美，「宮古研良部島伊良部ブ∫言の音声」琉球方言研究クラブ。
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